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令和２年（2020年）９月８日（火）    熊本県立湧心館高等学校長  郷 慶次 

《台風１０号に備えて》 

 ９月になって２つの台風が九州に接近しました。最大級の警戒が呼び

掛けられた１０号では、強風による窓ガラスの破損に備え、教室のカー

テンを閉め、机や椅子は窓際から離して置き、窓には養生テープを貼り

ました。全ての窓が黄緑色のバッテンの形で覆われ、建物全体がユニー

クなデザインになっているように感じます（写真は東棟）。 

《夏を頑張った人は・・・》 

 全日制は約４週間、定時制は約３週間の夏季休業が終わりました。新

型コロナウイルス感染症拡大防止のため、高校生活最初の夏休みは思い

っきり活動できなかったと残念がる１年生もいれば、高校時代最後の

夏季休業を感慨深く思いながら過ごした卒業学年の人もいたことでし

ょう。夏休みがない通信制の生徒にとっては、８月２３日（日）から８

月３１日（月）までの前期甲考査、乙考査に備えて学習に頑張ったこと

と思います。コロナ禍にありますが、生徒の皆さんはこの夏は良い時間

を送ることができたでしょうか。 

 一日２４時間、一年３６５日をどのように過ごすかを考える、あるい

は一年先や卒業後のことを考えることは、高校生である皆さんにとっ

て重要なことです。計画を立てる、予定を組むことは目標を持つことに

つながり、今の自分の生活ぶりを見つめなおすことにもなります。 

本校は３課程とも単位制であり、入学した生徒も、転入した生徒も、

編入した生徒も、転籍した生徒も、まずは全員が卒業に必要な７４単位

の修得を目指しています。３年間あるいは４年間の高校生活では、卒業

し、社会に出ていくという目標を叶えるために、時間を大切にして過ご

すことを期待しています。 

夏休み中、時々体育館から太鼓の音が響いていました（写真２つ目）。

全日制太鼓部の生徒が、暑い中に練習しているところでした。この夏の

頑張りは、必ずこの後の生活に生きてくると思っています。 

《通信制》前期甲考査、前期乙考査、補充考査 

通信制では８月２３日（日）、２４日（月）は前期甲考査が行われ、

朝から続々と登校してくる生徒の姿があり、指定された教室へ向かい、

試験に臨んでいました（写真３つ目。大教室）。休み時間には図書館前

や空き教室でプリント等を広げて真剣に勉強している生徒もおり、こ

の半年間の努力が実るように願ったところです。 

《全日制》就職面接指導 

 ８月２５日（火）、全日制の３年生では外部講師による就職面接指導

が行われていました。熊本県中小企業家同友会から７人の企業の方に

来校していただき、Ｗｅｂソフトを使い、画面を見ながらの模擬面接

でした。３年生の皆さんは、入社試験や入学試験に向けて努力を重ね、

自らの力で夢を掴んでください（写真４つ目。５０８教室）。 

《定時制》前期期末考査 

 台風１０号が接近して９月７日（月）を休校にしたため、前期期末考

査は９月８日（火）から９月１４日（月）までの実施となります。９月

３日（木）の夕方、教室ではＳＨＲ後のリラックスした時間が流れてお

り、あるクラスでは生徒たちが問題集を広げて自習をしていました（写

真５つ目）。良い点数が取れるように祈っています。 


